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自己紹介

博士（理学） 化学・生命科学

研究者 → 行政 → 人材育成/ダイバーシティ推進
 大学発ベンチャー（創薬基盤技術）兼業

男女共同参画、女性活躍促進分野については、
 学術的な専門家ではない
 大学での業務従事を通じた実践的な経験値/知をもつ

女性活躍/ダイバーシティ推進に関する、大学の問題意識、取組例、
学生の意識などについて紹介します
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北海道大学の現状
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2026年
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女性活躍に係る取組の推移

男女共同参画/女性研究者支援 国際化/若手研究者登用促進

年齢、職位、国籍等、研究者の多様化が促進
多様性を包摂し、すべての研究者がその能力を存分に発揮できる環境の実現へ

 2004年 男女共同参画委員会
 女性教員採用促進策
 2006年 女性研究者支援室開設

 若手教員採用育成促進の取組
 大学のグローバル化の取組
 大学の研究力強化の取組

2020年４月 女性研究者支援室を「ダイバーシティ研究環境推進室」へと名称変更
2021年12月 北海道大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進宣言
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特設サイト設置 教職員・学生のメッセージ動画など

https://diversity.synfoster.hokudai.ac.jp/
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ダイバーシティ推進の最重要課題＝女性の活躍

教職員・学生における女性の人数と割合

教職員

学生 18,113

◆教員 2,283 （女性14.4％）
◆職員 1,924 （女性49.1％）

（役員８名を含む）

＊特任教員を含む

◆学部 11,561（女性29.6％）
◆大学院 6,552（女性29.9％）

4,215

＊職員のデータのみ2020.5.1

＊

留学生 2,104（女性47.6％）（女性29.8％）

＊

2021.5.1現在

留学生 179（女性41.3％）
留学生 1,925（女性48.1％）
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ダイバーシティ推進の最重要課題＝女性の活躍

職位別女性教員の割合
参考）
第６期科学技術・イノベーション基本計画
大学教員のうち教授等（学⻑、副学⻑、
教授）に占める女性割合：
早期に 20％、2025 年度までに 23％10.8 
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男女別の教員職階構成（教授：准教授/講師：助教）

男

女

34.1％ 35.8％

15.5％ 38.3％

30.0％

46.2％

男性１:１:１
女性１:２:３
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世界の状況との比較
男女共同参画白書令和３年版 世界のトップ研究大学との比較（東京大学を例に）

北海道大学 女性割合
学生 30％ ⇒ 教員 14.4％
育てられていない or 環境が良くない

https://www.nhk.or.jp/shutoken/wr/20211021gg.html
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女性活躍推進のための対応策

総合的な人事計画
年齢構成の適正化（教授：准教授/講師：助教の割合１：１：１）
人材の多様性の確保（若手、女性、外国人の雇用促進）
流動性の向上（民間企業等との人事交流）

１ 人材政策

２ 環境整備・意識改革・女性研究人材育成支援
専門部署の設置
 人材育成本部 ダイバーシティ研究環境推進室
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環境整備・意識改革・女性研究人材育成支援の取組




